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空に燦然と浮かぶ三対神徳に向かってアントワーヌが十字を切る場面で作
品は終ることになっていた29)。
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讃嘆させるだろう27）。それら幻影と《日常の事物》とを《完全に融合》さ
せる為の最も強力な手段のひとつが，アントヮーヌと彼が見る幻影中の人
物とを対話させることであるのは前２稿と変わりはない。しかし，『論理』
や『科学』に代わりアントヮーヌの昔の弟子として登場する人物イラリオ
ンの導入によって，その《融合》はより《自然に》滑かに進行するだろう。
幻影のさ中にあっても,このイラリオンとアントヮーヌの対話が絶えず挟
まれてアントヮーヌの存在は常に読者の視野の内にひきつけられ，そのア
ントヮーヌを幻影毎に失神させるというようなことはもう問題とならない
だろう。そして，今や『誘惑』全体が「幻の劇場」なのだから，第６章の
舞台は《地上》から本来の宇宙空間へ戻しても充分に《リアリスティック》
であるだろう。
　それと同時に，すべてが同一次元の幻影であるというこの認識は，決定
稿の作者に作品構成上の大きな自由をもたらすことになった。幻影の順序
を，作家の新たな意図，新しい作品の美学或いは論理に添うよう自由に入
れ替えることが初めて可能になったのだ。そして，その中で最も重大な結
果を生んだのは，元来アントヮーヌの失神中に七大罪が彼に見せる幻影と
して思い着かれた，前２稿第Ⅱ部の言わゆる《幻影》群（［Ⅱ・２］および
［11・3］）を他の幻影と同列に扱い，それを二分し，そしてその後半を作品
の末尾に移し変える自由であって，それによって『誘惑』は，前２稿とは
截然と異なった形態のもとに新たな意味を担うことになるのだ。
㈲　悪魔側の饒舌に対し終始寡黙のまま，三対神徳はこの場面を最後に作
品から姿を消す。　ミシェル・フーコーは，決定稿『誘惑』を作品の深部で
密かに繰り広げられる三対神徳の闘争とその最終的敗北のドラマとする読
み方を提示している28）。しかし，決定稿の作者の構想中では長い間，暁の
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はまずそれらを遠くに見る，ぼんやりと。それから，幻影が強度を増すに
つれてだんだん近づいて来，彼の日常の事物と完全に融合してしまう。
　〔大罪の悪魔の〕最初の登場に変化をつけること。実際に見る前に聖アント
ワーフが大罪たちを思い浮かべるようにして，彼らの登場をより自然なも
のにする。》25）舞台を想起させるものはすべて取り除く……。しかし，この
段階ではフローベールの構想はまだ多分に曖昧さを留めていたのだろう。
何故なら『誘惑』は決定稿に至ってもなお，飽くまで戯曲形式を堅持する
ことになるからだ。そして第６章（宇宙飛翔）は《地上で》ではなくやはり
空中で展開されるであろう。新しい作品にとって本質的なことは，形式よ
りも幻影の質咸いは次元の問題だった筈なのだ。こうしてある時，決定稿
用のある草稿の余白に，私には決定的と思われる次の言葉が記されること
になるｰ《悪魔の角が再度出現する。前よりも大きく広がっている。これ
以後起こることすべてがその中に収まる広げたコンパスのように。これに
続くすべてのことが幻想fantasmagorieであることを読者に示すため。》26）
これは，この作品を構成する幻影はすべて同一次元の幻影であって，それ
らはみな「幻の劇場」を舞台に繰り広げられるのだということを明確に自
覚した作家の言葉である。その時期を確定することは難しい。が，ともか
く決定稿『誘惑』の土台はこの自覚の上に据えられたのだ。そこでは「幻
の劇場」への「現実の舞台」の闖入は厳に戒められ，前２稿景［ＩI・1］
　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●は完全に抹殺されるであろう。幻影をリアリスティックに描く／-その
為に，類い稀なる幻視者フローベール自身の体験を恐らく多分に踏まえて，
第２章以降の幻影群を《自然に》導入すべく幻覚生成の心理学的・病理学
的プロセスが冒頭第１章でつぶさに辿られて，その厳密さは後にテースを
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等，現実の舞台の枠には収まり得ない大規模な幻影群の出現によって，
　『誘惑』全体は言わば一種の幻の劇場の舞台を想定することが不可欠な作
品となるのであって，そして初稿の作者はそのような箇所では実に無雑作
に現実の舞台を放棄している感があるのだ。つまり，前２稿『誘惑』を構
成する幻影には二つのカテゴリーがあるということになるー一一アントワー
ヌの醒めた意識に映る幻影と失神中の夢に現われる幻影，或いは本来の幻
の劇場を舞台とする幻影と現実の舞台上で展開される幻影。初稿のシナリ
ォ全体がその「現実の舞台」の想定のもとに記されたものと考えれば，事
態は一挙に明らかになる。その舞台では，悪魔とその一味がアントワーヌ
と優に同等以上の実在性を付与されて跳梁跋扈する。だが，作品の構想が
進むにつれてシナリォの余白に次々と書き加えられていった大規模な幻影
群によって24)『誘惑』の舞台は現実を超えた幻の劇場とならざるを得な
かった。景［ＩI・1］はその劇場への現実の舞台の闖入，言わばシナリォ
ヘの作品の一時的回帰を示す場面なのだ。そして，その闖入，その回帰を
促したものが，この作家の根底にある強固な演劇志向であり，また恐らく
は『誘惑』の淵源にあると言われるあの人形劇の思い出への強い愛着であ
ったとすれば，《ルグランおじさん》が前２稿『誘惑』に刻した足跡は極
めて深く大きかったと言わなければならない。
　ところが，決定稿では事情は一変する。作家は，「現実の舞台」にそこ
できっぱりと背を向けることになるのである。《Idees generales.Principes
de composition》というタイトルのもとに恐らく決定稿の準備段階で草稿に
書きつけられた次の言葉が，作家のその意図を明瞭に語っているｰ《（悪
魔が彼を角に乗せて飛ぶ場面で）彼に見えるものすべての非存在を説く悪
魔の議論はすべて地上でなされ得るかも知れない（……）。すべてがリアリ
スティックであらねばならない。劇場を，舞台を想起させるものはすべて
取り除くこと。冒頭では幻影をアントワーヌのいる場所から離すこと。彼
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-《これ〔悪魔たちの誘惑の囁き掛け〕はみんな儂の頭の中を駆け巡る悪
しき考えのざわめきに過ぎないのではないか》，《お前の意識だと｡／それは
我々〔七大罪〕なのだぞ。お前自身の奥底にお前は我々を抱えていないとで
も言うのか？》2o）一一そして，作品（前２稿）の最終場面で，夜明けに悪魔
がアントワーヌの胸を指し示し《本当の地獄のありかはここだ》という捨
て科白を残して退散してゆく，あの初期作品以来の結本を慮れば，この作
品が人間の魂の内部の葛藤を描く一種の象徴劇として意図されていること
は疑いを容れない。しかし，まさにそれが劇であるが故に，シナリオでは
明らかに悪魔や七大罪がアントワーヌから独立した外的存在として扱われ
ているのである。そこでVisionsと銘打たれているのは，［Ⅱ・２］［Ⅱ・３］
に描かれる文字通りの《幻影》のみであり，しかもそれらはアントワーヌ
が失神して見る幻影である21）。［Ⅱ・1］で，アントワーヌの魂の行方を尻
目に七大罪同士が口論する場面についても同様の苦肉の策が施されるｰ
《何度か聖者が気絶する，そのうちのひとつの失神の間に，七大罪はそれ
ぞれが具現する観念に則って存分にその本質を発揮発現できない苦悩を訴
えることにしよう。例-『大食』：わたしはもっともっと食べたいのだ。
『怠惰』：身を横たえるそのベッドすらわたしを疲れさせる。－サタン
の大罪たちへの訓示。》22）ところが,作品中ではアントワーヌはここで失神
することすらなしに単に舞台から消えるのみとなり，そしてそのアントワ
ースを再び読者の視野に呼び戻すべき箇所には次のようなト書きが付され
るｰ《サタンは舞台の奥に退き青白い大きな両具を広げる（……）。礼拝
堂の中では，『信仰』『希望』『慈愛』がアントワーヌを幼児のようになでて
慰めているのが見える。》23）ここに現実の舞台の想定があることは明白で
あろう。だがその一方で，《異端宗徒の群》《異教の神々》《架空生物の群》
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える唸り声,怯えるアントワース。 1849年『誘惑』の中央部にあるこの「大
波乱」こそ，まさしく聖ロマン祭で少年ギュスターヴに驚嘆の眼を瞠らせ
た「攻囲戦」物語である。フローベールの言うドラマとはそれに他ならず，
彼はそれを忠実に再現したのだ。》17）フローベールにこの『誘惑』という作
品を書かせる直接的契機となったあのブリューゲルの絵の前で，彼がとっ
さに考えたのが《『聖アントワーヌの誘惑』を劇にアレンジすること》18）で
あったのも，この人形劇の思い出とそれへの愛着が，既に９才にして友人
にくもしいっしょになにか書こうっていうんなら，ぼくはおしばいを書く
からきみはきみの夢を書けばいい》19）と書き，その翌年には妹たちと《玉
突台芝居》に興じていたこの熱烈な演劇少年に与えた影響の大きさを物語
るものかも知れない。 ＣＨＨ版全集巻７全巻を埋める殆ど上演される見込
みのない多くの戯曲の試作は，演劇への情熱がこの類い稀な散文小説家の
いささか滑稽な，生涯の誘惑であったことを示している。我々は，初稿
　『誘惑』の作者のこの演劇志向を明確に見定めることによって，この作品
の成り立ちに何か新しい光を当てることができないであろうか。
　初稿構想段階で記された草稿類を読んでいるうちに我々の脳裡に浮かび
脹らんでくる重大な疑念がある。それは，初稿『誘惑』の作者が，この作
品を構成することになる幻想的エピソードのすべてを，アントワーフの魂
の中での出来事，或いは彼が見る《幻影》であると，常に明確に意識して
いたかどうかという疑問である。確かに，シナリオにある次のような記述
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末にその第５章末尾に至って《首天使のように美しく》巨大な姿に変容し
た彼は，自らはっきりと『科学』と名乗っているからである16）。
（4）『誘惑』の淵源に，ルーアン市の縁日聖ロマン祭で《ルグランおじさ
ん》が子供たち相手に演じていた操り人形による聖アントワース劇が存在
するという想定は，今世紀初頭ルーアンのジャーナリストたちによって初
めてなされ，その後Ｒ・デュメニル，Ｅ・メニアルといったフローベール
研究の大御所による支持を経て，今日では大方の研究者にとって殆ど常識
化した事実となっているようである。この人形劇が『誘惑』に及ぼした直
接的影響として指摘し得るものは，しかしながら，実際にはそれほど多く
はない＊。
　　＊しばしば挙げられるのは，まず前２稿の原稿に付されているエビグラフー
　　　《ＭｅｓｓieｕｒｓleｓＤｅｍｏｎｓ，Ｌａｉｓｓｅｚ-m。ido?ic!》(Bis)および初稿のこの景
　　　［Ｈ・１］で悪魔が『科学』に言う次の科白-《お前がちゃんと勉強したら
　　　（……）人形芝居を観に連れて行ってやろう。特等席に。よいか坊主，最前列
　　　の照明ランプの直ぐ傍の席だぞ。人形や操り師の指がよく見えるようになｏ》
　　　なお，フロ－ベールがブリューゲルの絵を見た1845年５月以前に《ルグラン
　　　おじさん》(Eugふne Legrain, 1809－1889）の人形劇を知っていたかどうか
　　　という点に疑義を呈したブリュノーに対し（Ｃｏｒｒｅり’ｙｏｎｄａｎｃｅ，Ｐ161ade, t. I,
　　　p. 959),ゴトェメルシュ女史は，『ボヴァリー夫人』のある草稿で少女エン
　　　マも聖l=･マン祭の見せ物に連れて行かれていること，既に『スマール』の一
　　　節でも操り人形のイメージが使われていること等を指摘しつつ，この縁日の
　　　人形劇がンローベールの少年期の貴重な思い出だったことは充分にあり得る
　　　ことだと述べている(Folio版『誘惑』，《Introduction》, p.9)。
たが，その最も明瞭な痕跡が見られるのは，やはり初稿のこの景［Ⅱ・１］
において，神学的論議が続く傍で悪魔が礼拝堂の瓦を剥ぎ，七大罪が壁を
打ち破って中に侵入しようとする，この最も華々しい演劇的な場面であろ
う。《悪魔が仕掛ける波状攻撃，雷，突風，その中で絶えず尾を引いて聞こ
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には無い新しい要素，あの《科学的〔生物学的〕細胞》が導入されるが，決
定稿のこの箇所に関するフローベールのシナリオの中で，初稿の『科学』
に代わって《物質》に辿り着く為に生命の《階段を溯》っているのはアン
トヮーヌ自身なのだ。《スフィンクスとキメラの後，形の定まらない，大
洪水以前の動物たち。一連の（象徴的な）怪物を通過して，徐々に，生きた
細胞，「存在」，「物質」に至る。こうしてアントヮースは階段を溯り通し
たのだ。彼はそもそもの初めから永遠にあるものに到達した。》14）
　初稿で『科学』が表明していた夢を，アントヮーヌは，就中決定稿のア
ントヮーヌはことごとく実現していると言えないだろうか。無論，すべて
は彼が見る幻覚の中の出来事に過ぎない。だがそれらは，芸術家の明晰な
意識を以て，作家が彼に与えた幻覚なのだ。フローベールはある時《細胞，
科学的細胞》によってもたらされるアントヮーヌの《最終的敗北》という
ことを語ったという15）。しかし，これが本当に敗北ならば，決定稿最後の
アントヮースの言葉に横溢する紛れもない歓喜の情と，それはどのように
結び付くのか。そして，昇る日輪に浮かぶあのキリストの顔は？
　だが我々はまだこの問題をこれ以上論ずべき段階にはいない。今はただ
次のことを確認しておけばよいだろう。それは，《物質に入り込みたい》
という希求が元来初稿の『科学』が表明していた欲望であったこと，そし
て，わずかにこの［Ⅱ・１］にしか登場せず殆ど挿話的な人物に過ぎない
　『科学』のこの科白が第二稿で完全に抹殺され，更に決定稿では『科学』
そのものが姿を消すという事実が，決定稿において『科学』の重要性が薄
れることを毫も意味しないということである。そこでは，新しい人物イラ
リオンが初稿の『科学』そっくりの姿で第３章に登場して以後，アントヮ
ースの誘惑を構成する幻影のすべては，少なくとも第５章までは明らかに，
この人物の全面的支配下に展開され，そして次第に背丈を伸ばしていった
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珠母色の貝殻の中で，温かい子宮の中で，真珠が，人間が，どのように形
成されるのだろう？（……）僕はすべてを知りたい，地球の核にまで入って
行きたい，大洋の底を歩いてみたい，彗星の尾につかまって天空を駆け巡
りたい。（……）》一一能注の科白と同様，若いフローベールの生の声を聞く
思いをさせる『科学』の独白である。《『誘惑』では僕は自分が聖アントワ
ーヌになってしまって，この聖者をないがしろにしてしまいました。これ
は作り直さなければならない人物です》11）という，初稿『誘惑』への反省
の言葉にかかわらず，実際は，聖アントワーヌによりは明らかにその語感
者，悪魔と七大罪に自らを一体化させることの多いフローベールは，ここ
ではこの『科学』の口を借りて再び自己の夢を語っているのだ。
　しかし，『科学』は七大罪の敵なのだと『論理』は言う。実際，この独
白に直ぐ続いて，前２稿では，奇妙なことに七大罪はあたかもアントワー
ヌに対するようにこの『科学』を誘惑しようとしており，礼拝堂攻撃はこ
こでもまた全く中断された感がある12）。このことは，『科学』とアントワ
ースおよび作者を結ぶ，何らかの特別な絆の存在を我々に感じさせずには
いない。そして事実，自らの夢を語る『科学』のこの独白と極めて類似し
た内容とリズムを持つ科白が，後にアントワーヌ自身に与えられることに
なるのだ。それは前２稿第Ⅱ部本尾，あの《物質になりたい》に至るアン
トワースの希求の叫びに他ならない。《（……）空を飛び，水中を泳ぎ，森の
中を走り回りたい。（……）身を分かち，あらゆるものの中に入りたい。
（‥･‥･）あらゆる形に体を変えて各原子の中に入り込みたい。物質の中を駆
け巡りたい。物質が考えていることを知る為に物質になってしまいた
い。》13）決定稿ではこの科白が殆どそっくり作品の末尾に置換されて，聖ア
ントワーヌの最終的誘惑（？）を表わすことになる。但し，そこでは前２稿
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だろう。いくらあんた方が付いていたって，心の中でわたしたちのことを
考えわたしたちを思い描いているんだから，その男はやっぱりどうしたっ
てわたしたちのものなんだよ。》9）
　礼拝堂攻撃が，悪魔側と三対神徳との神学論争の形をとって一段と深刻
さを増すのは『論理』と『科学』の登場後であって，それに従い悪魔側の
驚くべき多弁ぶりに対する三対神徳の寡黙さ，その劣勢がたちまち歴然と
してくるｰ『科学』〔『信仰』に向かって〕：　《ああ，お前は僕を随分憎ん
でいるのだな。しかし，もしお前に真理が分かっているのなら，僕に手を
差し伸べてくれてもよいではないか。僕が心から求めているものも，やは
り世界の究極原因なのだから。だが，それを全く理解できないからといっ
て，僕はその存在を否定はしないぞ。ところがお前はその存在の証，その
現われを否定しているではないか。お前は奇蹟によって自然を，復活によ
って死を，摂理によって自由を，そして主の直接介入によってその摂理を
否定する。お前は否定，抑圧，憎悪そのものだ。僕こそは，お前が滅茶苦
茶に掻き乱して喜んでいるこの精神の小径を一歩一歩進んで行く，飽くこ
となき広大な愛なのだ。（……）》lo）『論理』：《イエスはあの川でどんな罪
を洗い落したのか？彼は何故洗礼を必要としたのか？何故母親を追い払っ
たのか？何故死ぬことを恐れたのか？》　アントワーヌ〔三対神徳に〕：《あ
なた方，顔が真青ですよ。》
（3）《もしも物質の奥深く入り込めたなら，観念を把握し得たなら，生命
が経る変身の跡を辿り，あらゆる様態において存在を理解し得たなら，そ
して，階段のように原因をひとつひとつ溯って行き，僕のメスが切り取っ
たばらばらの現象をすべて手元に集めて元通りに総合し，そしてそれを再
び動き出させることができたなら……そうしたら僕はきっと世界を創造で
きるだろう。（……）生はどこから，死はどこから来るのだろう？（……）真
－306（81）－
リー夫人』に関する上記チボーデの卓見を裏付けつつ,同時にそれは，『誘
惑』の３稿の間でその誘惑の質的転換が（または少なくとも，様々なものによ
る誘惑の間で何らかの比重の移動が）なされたことを示しているのだ。つまり，
七大罪が体現する人間の官能的或いは物質的欲望による誘惑一変（人間，
自然，生への愛）と幸福への夢-から他の何ものかによる誘惑へ。他の何
ものか……それは，決定稿で他を圧倒する誘惑者となる人物イラリオンが
体現する『論理』そしてとりわけ『科学』による誘惑だろうか，或いはま
た，その果ての虚無への誘惑だろうか。いずれにせよ，その転換は決定稿
で突如として行われたものではない。第二稿ではそれは明らかに進行中だ。
だが実際には，それは初袷の内部で既に始まっているのではないか……
（2）『科学』は決定積第３章で初めて登場する際のイラリオンの姿に酷似
した，大きな頭とひ弱な脚を持つ白髪の子供で，《異端》と同様『傲慢』
の子とされる。
　悪魔による礼拝堂襲撃の前半は，カトリシスムの未来の栄光を謳ってア
ントワーフの信仰を支えようとする三対神徳を，時折奇声を発しながら掫
揄する七大罪の言葉から成り，それには次の一例のように，（宗教を扱うに
しては余りに如何わしい趣味は別としても）子供のロ喧嘩じみた趣があるｰ
　《あいつらはまだ何か喋ろうってのかい？何て強情なんだ／よし，やって
みよう。ヘーイ，天上の方々／隠者さんはどこだい？あんた方のスカート
の中に潜り込んじゃってるのかい？（‥･…）殺してしまわないように気を付
けた方がいいよ。そんな所じゃ息が詰まるだろう，空気不足で。（……）放
しておやりよ／窒息するから。何しろそこはひどく抹香臭くて，やたらに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はりつけ　　　　　　　　●　●聖水が滲み出てくるし，みんな腐った磔像みたいにがたがきてるんだか･
らね／（三対神徳は答えない。）おや，わたしたちを無視しようってつもりだ
よ，あのふしだら女たち｡／天国であんまりわめき過ぎたんで聾になっちま
ったのかねえ？　きっとそうだよ，鼓膜が破れてるんだ。お前さん方，そ
の隠者がもし今死んだら真直ぐ地獄行きだってこと，よく分かっているん
　　　　　　　　　　　　　　－307（80）－
わたしの体は炎と燃え上がる。（……）》初稿『誘惑』の分厚いページに埋
もれたこの言葉と正確に呼応し合う，あのエンマ・ボヴァリーの悲痛な心
の叫びを思わぬ者があろうか一一《自分は幸福ではない，一度として幸福
だったことはない。この人生の満ち足りなさは，よりかかろうとするもの
がたちまち腐ってしまうのは，一体何故なのだろう？……でも，もしどこ
かに強く美しい人がいて（‥･…）。》7）理想，無限，未知なるものへの渇望を
謂う前に，この《幸福》の飽くことなき追求こそが，かのボヴァリスムの
根底だろう。ボヴァリー夫人の物語とは，この飽くなき欲望の追求と現世
におけるその必然的な自己崩壊の過程を克明に辿りつつ築かれた，ひとつ
の完成された美の世界に他ならず，チボーデに倣って言えば，フローベー
ルはそこで芸術家の《深層の自我》，《真の個性》の探究と発見の道である
没我の原則を確立し実践しながら，同時にそこで自らの《青春の夢の総精
算》を終えたのである8）。　その《精算》は『ボヴァリー夫人』以後も（例
えば『感情教育』という小説によって）再度企てられることもあろう。しかし，
それが同じ美の形を産むことは二度とないだろう。そして形が異なってい
るならばそこで《精算》されているものも異なる筈だ。一第二稿『誘惑』
で，この『淫蕩』の科白が殆ど跡形もなく削られ，更に決定稿ではアント
ワーヌ誘惑への七大罪の直接的介入がわずかに第２章と第７章の一部に限
られるに至るという事実は，第二稿『誘惑』の直前に書かれた作品『ボヴァ
－308（79）－
出をふんだんに盛り込んだこれら小悪魔たちの饒舌を通して，人間存在の
本質的不条理と悲惨という自らの直観的な認識に，独自のフォルムを与え
るべく模索を続けているのである。
　ところが，『死神』と『淫蕩』以外のアレゴリーがほぼ完全に作品の表
面から姿を消す決定稿においては，直接的には恐らく，演劇の舞台を想起
させる要素の排除という方針に従って5），この《礼拝堂襲撃》の場面全体
が放棄される6）。　そしてそれに伴い，この場面で悪魔とその一味が最も集
約的に担っていた，現実世界に対する作家自身の糾弾と人間の苦悩のロマ
ン派的直接的表白が一掃されることになるのだが，ところで，このような
傾向は実は1856年の第二稿から既に顕著なのであって，前２稿各10景の初
稿と第二稿における長さの比較が示すのは，この景［Ⅱ・１］の第二稿に
おける縮小の度合の際立った大きさである＊。
　　*CHH, t.9 における各景のページ数は以下の通り。（最初の数字が初稿，続
　　　いて第二稿。）［I・1116－6［I・2123－8［I・3165－41［Ⅱ・1］
　　　44－10［Ⅱ・2123－16［Ｈ・3116－10［Ⅲ・1112－5［Ⅲ・2119－7
　　　［Ⅲ・3141－26［Ⅲ。418－5.短縮の割合が平均二分の一である中で［Ｈ
　　　・１］のみは五分の一に近い。
　この事実は，『語感』の３稿が示す明らかな形態の変遷の下で密かに進
行する意味の推移を明確に捉える為の大きな示唆を含んでいる。例えば，
初稿で『淫蕩』が次のように言うー―－《わたしは快楽を，長く，常により
強く（‥･…）味わいたい。（……）わたしが追い求めている漢とした何かが
どこかにあるのだ，既に手中にしたものの常にその先に。わたしが得た幸
福はいつもわたしが本当に求めている幸福ではない。陶酔にはもっと別の
酔い心地がある筈だ。快楽のただ中で覗く裂け目の向こう側に広大な眺望
がほの見えて，その光輝に目が眩む。そのおぼろな大陽の光，その熱気で
－309（78）一
主人公のひとりとし，そして明らかに初稿『誘惑』へ繋がっていったと考
えられる一連の初期作品があって3），それらは（特に次の二つのMystery
Cain,1821 ･,Heaven心証Earth,1823における）バイロン流の反逆をテーマ
に　ラムネー（Les Par･oles d'lin Croyant,1834），キネ（Ahasverus.1833),
ゲーテ（Faitst,第１部1808,ネルヴァル訳初版1828）などからそのロマン派特
有の《神秘劇》の技法と形式を借りた，自己告白的性格の極めて濃厚な習
作であることが解明されて既に久しい＊。
　　＊これらのロマン派作品のうちのどれが，いかなる面で，どの程度にンローベ
　　　ールに影響を与えたかは，彼の個々の習作により大きな相違がある。詳細は
　　　Ｂ.ｐ.48－50,173－183,196－219,232－242参照。特に『ファウスト』の影
　　　響を論じたのはLeon Degoumois, op. cit. (［Ｉ・１］脚注2）。また，　ミノレ
　　　ネール教授は，ミルトン『失楽園』（1667）中，地獄の《伏魔殿》での悪魔
　　　たちの会議の場面が，プレ・ロマンティスムおよびﾛマン派の時代に無数の
　　　模倣を産んだ中で，特にシャトーブリアン『殉教者』中のアレゴリーとフロ
　　　ーベールのそれとの類似を指摘しつつ，初稿『誘惑』のこの場面で『傲慢』が
　　　蛇に噛まれるエピソード（初稿にのみ存在）の起源を示唆し，また悪魔が両
　　　翼に七大罪を抱え込む場面には，『失楽園』中の類似の場面の直接の影響を
　　　見ている(M. Milnｅｒ，　ｏｐ.ｄz･, p. 227, 229)。ちなみに，フローベールの上
　　　記初期作品中の二作，『死者の舞踏』『スマール』に七大罪のアレゴリーが登
　　　場する(CHH, t. 11, p.444,547-549)。
　初稿『誘惑』で，人間の本質的欲望のひとつを各々体現する七大罪が，
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
アントワース誘惑を一時全く放擲して，自らの本性を存分に発揮し発展さ
せることのできない苦悩を口々に訴えるこの場面は，『誘惑』の母体とし
てのこれら神秘劇系列の初期作品群が《本来悪魔による現実世界糾弾の場
でありつづけたという特徴の痕跡》4）を最も鮮明に留める箇所であって，
フローベールはここでもまた，自らの文学の原点たるロマン派作品の思い
－310（77）－
　七大罪の礼拝堂攻撃が始まる。悪魔は『論理』を呼んで彼らに加勢
させ，そこへ更に『科学』が登場する（2）。自分を駆り立てて止まな
い，知識への果てしない欲望と夢を語る『科学』の長大な独白（3），お
よびその『科学』と七大罪の口論。次いで『科学』と『信仰』の葛藤
一一『論理』：《しかし『科学』は罪ではないぞ。七大罪の敵なのだ
からな。》『信仰』：《彼らすべてより更に悪いものだ。》-『信仰』
の衣の裾には『科学』があけた穴がある。悪魔は大罪たちをけしかけ
て一層激しく礼拝堂を襲撃させ，そのかたわら遂に自らも直接介入，
屋根に乗って瓦を剥ぎ始める（4）。壁にも突破口が開けられて彼らは今
にも侵入しようとし，アントワーヌの続ける祈りも空しく三対神徳は
次第に青ざめ，悪魔たちの吹き掛ける議論に口をつぐむばかりとな
る（5）。
－311（76）－
芦匹］
　　フローベール『聖アントワーヌの誘惑』
　　　　　　　研究ノート　㈹
　　　　　　　　　　　　　中條屋　進
　［Ⅱ・１］礼拝堂襲撃
　悪魔が哄笑と共に初めて《中世が想像した通りの》（1）その醜怪魁偉
な全貌を現わし，七大罪の悪魔たちに対してアントワーヌ誘惑の不手
際を咎め激しく叱責するー－《お前たちを皆地獄に閉じ込めて，あそ
この貪婪な欲望の炎で鞭打ち，衰弱し切ったお前たちに活を入れねば
なるまいぞ／（……）木々には赤い実が，牧場には心を溶かす花々が，
女の顔に微笑が，白刃に殺戮へ誘う魔力が，もう尽きてしまったとで
も言うのか。こんなことでは我らはキリストに嘲笑われょうぞ｡／何と
／皆揃って……たったひとりの人間を相手に／（…‥･）》　自分たちの
企てに常に『傲慢』が邪魔だてするのだと口々に悪魔に告げる，小悪
魔たちの非難とそれぞれに対する『傲慢』の反駁。次いで，大罪たち
は各々自分が抱える欲望を充足し得ない苦悩を悪魔に訴え，また『傲
慢』も胸に抱いていた蛇に顎を噛まれて叫び声を挙げ，仲間たちの揶
揄を買う。悪魔は彼らを宥めて和解させｰ一一《ああ，わたしにはお前
たちの苦しみがょく分かっている。わたしが血を分けた，わが苦悩の
落とし娘たちょ／》－アントワーヌが閉じ籠もる礼拝堂を一勢に襲
撃させょうと，大きな両翼を広げて彼らを中に抱え込む。
　その間，礼拝堂の中では『信仰』『希望』『慈愛』がアントワーヌ
を囲み，幼児にするように彼を慰め元気付けている。
　　　　　　　　　　　　－312（75）－
